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別表第㸱 調査࣭予測ࡢ手法 

 

 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

大

気

質 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾一般

環境中ࡢ大気質ࡘい࡚ࠊ௨ୗࡢ項目ࡽ㑅定ࡋ把

握ࠋࡿࡍ 

㸯 環境基準ࡀ設定࡚ࢀࡉいࡿ物質 

㸰 粉ࢇࡌ 

㸱 そࡢ他必要࡞項目 

気象࣭地ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

形等ࡢ自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家࣭施設等ࡢ社会的

状況等ࡘい࡚ࡶ把握ࠋࡿࡍ 

 地方公共団体若ࡋくࡣ気象台ࡢ測定結果等ࡢ既存文献

等又ࡣ現地調査ࡾࡼ行うࠋ 

 測定方法ࠕࠊࡣ大気ࡢ汚染係ࡿ環境基準ࡘい࡚ࠖ

㸦昭和 48 ᖺ環境庁告示第 「5 号㸧又ࢩ࢟࢜ࢲࠕࡣン類

含ࢆ汚染ࡢ底質ࡢ汚濁㸦水底ࡢ水質ࠊ汚染ࡢ大気ࡿࡼ

い࡚ࠖ㸦ᖹ成ࡘ環境基準ࡿ係汚染ࡢ㸧及び土壌ࠋࡴ

11 ᖺ環境庁告示第 68 号㸧定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

地ୖ気象観測指針ࠖ㸦ᖹ成ࠕࠊࡣい࡚ࡘ気象ࠊ࠾࡞ 

㸳ᖺ気象庁㸧又ࠕࡣ高ᒙ気象観測指針ࠖ㸦ᖹ成７ᖺ気象

庁㸧定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

ࡿࢀࡉ想定ࡀ変化ࡢ大気質ࡾ

地域ࠊࡋ既存ࡢ事例又ࡣ簡

易࡞試算等ࡾࡼ推定ࡋ設定

 ࠋࡿࡍ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ大

気質ࡢ変化ࢆ適ษ把握࡛ࡁ

 ࠋࡿࡍ地点ࡿ

 調査期間ࠊࡣᖺ間

状ࡢた大気質ࡌ通ࢆ

況ࢆ把握࡛ࡼࡿࡁう

設定ࠋࡿࡍ 

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 大気汚染物質及び

そࡢ環境中濃度ࡢ状

況ࡘい࡚予測ࡍ

 ࠋࡿ

 対象事業ࡿࡼ㈇荷量ࢆ把

握ࠊࡋ拡散モࡿࡼࣝࢹ数値

式又ࡣ風洞実㦂等ࡾࡼ予測

 ࠋࡿࡍ

㦁

音 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾㦁音

ࣞベࣝࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡢ地形等ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家࣭施設等ࡢ社会的状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ

 地方公共団体ࡢ測定結果等ࡢ既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又

 ࠋ行うࡾࡼ現地調査ࡣ

 測定方法ࠕࠊࡣ㦁音係ࡿ環境基準ࡘい࡚ࠖ㸦ᖹ成

10 ᖺ環境庁告示第 64 号㸧ࠕࠊ新幹線鉄㐨㦁音係ࡿ環

境基準ࡘい࡚ࠖ㸦昭和 50 ᖺ環境庁告示第 46 号㸧ࠊ

い࡚ࠖ㸦昭和ࡘ環境基準ࡿ係航空機㦁音ࠕ 48 ᖺ環境

庁告示第 154 号㸧ࠕࠊ特定工場等࠾い࡚発生ࡿࡍ㦁音

基準ࠖ㸦昭和ࡿࡍ関規制ࡢ 4」 ᖺ厚生省ࠊ農林省ࠊ通商

産業省ࠊ運輸省告示第 1 号㸧ࠕࠊ特定建設作業伴࡚ࡗ

発生ࡿࡍ㦁音ࡢ規制関ࡿࡍ基準ࠖ㸦昭和 4」 ᖺ厚生省ࠊ

建設省告示第㸯号㸧ࠕࠊ小規模飛行場環境保全暫定指針

ࡣい࡚ࠖ㸦ᖹ成㸰ᖺ環境庁大気保全局長通㐩㸧又ࡘ

ࡢ㦁音対策ࡢ࡚ࡋ際大規模改良ࡣ新設又ࡢᅾ来鉄㐨ࠕ

指針ࡘい࡚ࠖ㸦ᖹ成７ᖺ環境庁大気保全局長通㐩㸧

定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

ࡉ想定ࡀ変化ࡢ㦁音ࣞベࣝࡾ

事例又ࡢ既存ࠊࡋ地域ࡿࢀ

ࡍ設定ࡋ推定ࡾࡼ試算等ࡣ

 ࠋࡿ

 調査期間ࠊࡣᖺ間

た㦁音ࣞベࣝࡌ通ࢆ

把握適ษࢆ実態ࡢ

 ࠋࡿࡍ期間ࡿࡁ࡛

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 対象事業ࡿࡼ㦁

音ࣞベࣝ及び総合㦁

音ࡢ状況ࡘい࡚予

測ࠋࡿࡍ 

 対象事業ࡿࡼ㦁音ࣞベࣝ

物理計算ࠊࡋ把握ࢆ変化量ࡢ

式等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

振

動 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾振動

ࣞベࣝࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡢ地形等ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家࣭施設等ࡢ社会的状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ

 既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又ࡣ現地調査ࡾࡼ行うࠋ 

 測定方法ࠕࠊࡣ日本工業規格Ｚ87」5ࠖࠕࠊ振動規制法

施行規則ࠖ㸦昭和 51 ᖺ総理府௧第 58 号㸧ࠕࠊ特定工場

等࠾い࡚発生ࡿࡍ振動ࡢ規制関ࡿࡍ基準ࠖ㸦昭和 51

ᖺ環境庁告示第 90 号㸧又ࠕࡣ環境保全ୖ緊急ࢆ要ࡿࡍ新

幹線鉄㐨振動対策ࡘい࡚ࠖ㸦昭和 51 ᖺ環境庁長官勧

告㸧定ࡿࡵ方法等ࡿࡍ｡ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

ࡉ想定ࡀ変化ࡢ振動ࣞベࣝࡾ

事例又ࡢ既存ࠊࡋ地域ࡿࢀ

ࡍ設定ࡋ推定ࡾࡼ試算等ࡣ

 ࠋࡿ

 調査期間ࠊࡣᖺ間

た振動ࣞベࣝࡌ通ࢆ

把握適ษࢆ実態ࡢ

ࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 対象事業ࡿࡼ振

動ࣞベࣝ及び総合振

動ࡢ状況ࡘい࡚予

測ࠋࡿࡍ 

 対象事業ࡿࡼ振動ࣞベࣝ

物理計算ࠊࡋ把握ࢆ変化量ࡢ

式又ࡣ予測モࡿࡼࣝࢹ数値

式等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

ప

周

波

音 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾ప周

波音ࡢ状況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡢ地形等ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家࣭施設等ࡢ社会的状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ

既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾప周波音ࡢ状況ࢆ把

握ࠊࡋ必要応࡚ࡌ現地調査ࡾࡼ確認ࡿࡍ方法等ࡍ

 ࠋࡿ

測定方法ࠕࠊࡣప周波音ࡢ測定方法関࣐ࡿࡍニュ

ࣝࠖ㸦ᖹ成 1「 ᖺ環境庁大気保全局㸧定ࡿࡵ方法等ࡍ

 ࠋࡿ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

想定ࡀ影響ࡿࡼప周波音ࡾ

事例ࡢ既存ࠊࡋ地域ࡿࢀࡉ

等ࡾࡼ推定ࡋ設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間

ࡢたప周波音ࡌ通ࢆ

状況ࢆ適ษ把握࡛

 ࠋࡿࡍう設定ࡼࡿࡁ

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 対象事業ࡿࡼప

周波音ࡢ有無及びそ

いࡘ状況ࡢ発生ࡢ

࡚予測ࠋࡿࡍ 

 対象事業ࡿࡼ状況ࡢ変化

経㦂則ࡣ類似例又ࠊࡋ把握ࢆ

等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 



「 

 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

悪

臭 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾悪臭

物質又ࡣ臭気指数ࡢ状況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

い࡚ࡘ状況等ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡿࡍ把握ࡶ

 既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又ࡣ現地調査ࡾࡼ行うࠋ 

 測定方法ࠕࠊࡣ特定悪臭物質ࡢ測定ࡢ方法ࠖ㸦昭和 47

ᖺ環境庁告示第９号㸧又ࠕࡣ臭気指数ࡢ算定ࡢ方法ࠖ

㸦ᖹ成７ᖺ環境庁告示第 6」 号㸧定ࡿࡵ方法等ࡍ

 ࠋ.ࡿ

 調査地域ࠊࡣ対象事業実施

区域及びそࡢ周辺区域ࠊࡋ

気象状況等ࢆ考慮࡚ࡋ設定ࡍ

 ࠋࡿ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ悪

臭ࡢ状況ࡢ変化ࢆ適ษ把握

 ࠋࡿࡍ地点ࡿࡁ࡛

 調査期間ࠊࡣᖺ間

状況ࡢた悪臭ࡌ通ࢆ

う設ࡼࡿࡁ把握࡛ࢆ

定ࠋࡿࡍ 

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 悪臭物質濃度又ࡣ

臭気指数ࡢ状況ࡘ

い࡚予測ࠋࡿࡍ 

 対象事業ࡿࡼ状況ࡢ変化

ࡿࡼࣝࢹ拡散モࠊࡋ把握ࢆ

数値式又ࡣ経㦂則等ࡾࡼ予

測ࠋࡿࡍ 

水

質 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾水域

 ࠋࡿࡍ把握ࡋ㑅定ࡽ項目ࡢ௨ୗࠊい࡚ࡘ水質ࡢ

㸯 環境基準ࡀ設定࡚ࢀࡉいࡿ項目及び物質 

㸰 そࡢ他必要࡞項目 

㸱 水生生物 

㸲 底質 

㸳 地ୗ水質 

水象࣭地ࠊ状況ࡢ発生源ࡢ他࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

形࣭地質等ࡢ自然的状況又ࡣ周辺ࡢ人家࣭施設等ࡢ

社会的状況等ࡘい࡚ࡶ把握ࠋࡿࡍ 

 国若ࡋくࡣ地方公共団体ࡢ測定結果等ࡢ既存文献等又

 ࠋ行うࡾࡼ現地調査ࡣ

 測定方法ࠕࠊࡣ水質汚濁係ࡿ環境基準ࡘい࡚ࠖ

㸦昭和 46 ᖺ環境庁告示第 59 号㸧ࢩ࢟࢜ࢲࠕࠊン類

含ࢆ汚染ࡢ底質ࡢ汚濁㸦水底ࡢ水質ࠊ汚染ࡢ大気ࡿࡼ

ࡣい࡚ࠖ又ࡘ環境基準ࡿ係汚染ࡢ㸧及び土壌ࠋࡴ

底質調査方法ࠖ㸦昭和ࠕ 6」 ᖺ環境庁水質保全局長通知㸧

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡵ定

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡼ

地ࡿࢀࡉ想定ࡀ変化ࡢ水質ࡾ

域ࠊࡋ既存ࡢ事例又ࡣ簡易

ࡍ設定ࡋ推定ࡾࡼ試算等࡞

 ࠋࡿ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ水

質ࡢ変化ࢆ適ษ把握࡛ࡿࡁ

地点ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間

状況ࡢた水質ࡌ通ࢆ

う設ࡼࡿࡁ把握࡛ࢆ

定ࠋࡿࡍ 

 調査時期及び時間

帯ࠊࡣ変動等ࢆ考慮

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 水質汚濁物質及び

そࡢ環境中濃度ࡢ状

況ࡘい࡚予測ࡍ

 ࠋࡿ

 対象事業ࡿࡼ㈇荷量ࢆ把

握ࠊࡋ自浄作用モࣝࢹ若ࡋく

ࡿࡼ等ࣝࢹ拡散࣭希釈モࡣ

数値式又ࡣ水理科学実㦂等

 ࠋࡿࡍ予測ࡾࡼ

水

象 

㸯 河川及び湖沼等 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾河

川ࡢ流量ࠊ流況及び侵食࣭堆砂ࡢ状況並び湖沼ࡢ

水等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等ࡾࡼ河川及び湖沼等ࡢ状況ࢆ把握ࠊࡋ必

要応࡚ࡌ現地調査ࡾࡼ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施ࡾࡼ水象対ࡿࡍ影響ࡀ

想定ࡿࢀࡉ範ᅖࢆ含ࡴ地域ࢆ

設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点ࠊࡣ地形ᅗそࡢ他

ࢆࡾ取ࡁ聞ࡣ既存文献等又ࡢ

参考ࠊ調査地域ࢆ適ษ把

握࡛ࡼࡿࡁう設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間

把握ࢆた状況ࡌ通ࢆ

ࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

 調査時期ࠊࡣ豊水

又ࡣ渇水等ࡢ季節変

動等ࢆ考慮࡚ࡋ設定

 ࠋࡿࡍ

 調査時間帯ࠊࡣ周

辺区域ࡢ取水ࡢ状況

等ࢆ考慮࡚ࡋ設定ࡍ

 ࠋࡿ

 直接的࣭間接的影

響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 河川及び湖沼等 

㸰 地ୗ水 

㸱 利水及び水面利

用等 

 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ

予測ࠋࡿࡍ 

 直接的影響伴う水象ࡢ変

化ࡘい࡚ࠊࡣ理論式ࠊ実㦂

式ࠊ水理模型実㦂ࠊ現地実㦂

又ࡣ類似例等ࡾࡼ予測ࡍ

 ࠋࡿ

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 地ୗ水 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾地

ୗ水ࡢ帯水ᒙࠊ水及び流ࢀ等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等ࡾࡼ地ୗ水ࡢ状況ࢆ把握ࠊࡋ必要応ࡌ

࡚現地調査ࡾࡼ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

㸱 利水及び水面利用等 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾水

㐨用水ࠊ農業用水及び工業用水等ࡢ利水ࡢ状況並び

 ࠋࡿࡍい࡚把握ࡘ水面利用等

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ利水及び水面利用ࡢ

状況等ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

土

壌

汚

染 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾土壌

汚染ࡘい࡚ࠊ௨ୗࡢ項目ࡽ㑅定ࡋ把握ࠋࡿࡍ 

㸯 環境基準ࡀ設定࡚ࢀࡉいࡿ項目及び物質 

㸰 そࡢ他必要࡞項目 

自然的状況又ࡢ土壌࣭地質等࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

ࡍ把握ࡶい࡚ࡘ社会的状況等ࡢ施設等ࡢ周辺ࡣ

 ࠋࡿ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࡾࡼࡾ土地ࡢᒚ歴ࢆ把握ࠊࡋ

必要応࡚ࡌ現地調査ࡾࡼ確認ࠋࡿࡍ 

 測定方法ࠕࠊࡣ土壌汚染対策法施行規則ࠖ㸦ᖹ成 14 ᖺ

環境省௧第 「9 号㸧ࠕࠊ土壌ࡢ汚染係ࡿ環境基準ࡘい

࡚ࠖ㸦ᖹ成㸱ᖺ環境庁告示第 46 号㸧ࠕࠊ底質調査方法ࠖ

又ࢩ࢟࢜ࢲࠕࡣン類ࡿࡼ大気ࡢ汚染ࠊ水質ࡢ汚濁

㸦水底ࡢ底質ࡢ汚染ࢆ含ࠋࡴ㸧及び土壌ࡢ汚染係ࡿ環

境基準ࡘい࡚ࠖ定ࡿࡵ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業実施

区域及びそࡢ周辺区域ࡍ

 ࠋࡿ

 調査地点ࠊࡣ調査地域ࡢ土

壌汚染ࢆ適ษ把握࡛ࡿࡁ地

点ࠋࡿࡍ 

 調査時期ࠊࡣ土壌

汚染ࡢ状況ࢆ適ษ

把握࡛ࡼࡿࡁう設定

 ࠋࡿࡍ

 土壌中ࡢ汚染物質

い࡚予測ࡘ状況ࡢ

 ࠋࡿࡍ

 対象事業ࡿࡼ状況ࡢ変化

予ࡾࡼ経㦂則等ࠊࡋ把握ࢆ

測ࠋࡿࡍ 

 

地

盤

ỿ

ୗ 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾地盤

ỿୗࡢ状況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

地ࡣ場合又ࡿあࡀ地域࡛地盤ỿୗࡢࡽࢀࡇࠊたࡲ 

ୗ水ࡢ汲ࡆୖࡳ等ࢆ計画࡚ࡋいࡿ場合ࠊࡣ地形࣭地

質࣭地ୗ水等ࡢ自然的状況又ࡣ地ୗ水ࡢ利用状況等

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ

 既存文献等ࠊ聞ࡁ取ࡾ又ࡣ現地調査ࡾࡼ行うࠋ 

測定方法ࠊࡣ水準測量等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業実施

区域及びそࡢ周辺区域ࠊࡋ

地形࣭地質等ࡢ資料又ࡣ試算

等ࡾࡼ推定ࡋ設定ࠋࡿࡍ 

 調査時期ࠊࡣ地盤

ỿୗࡢ状況ࢆ適ษ

把握࡛ࡼࡿࡁう設定

 ࠋࡿࡍ

 対象事業ࡿࡼ地

盤ỿୗࡢ範ᅖ及びỿ

ୗ量ࡢ状況ࡘい࡚

予測ࠋࡿࡍ 

 対象事業ࡿࡼ地盤ỿୗࡢ

有無又ࡣỿୗ量ࠊࢆᅽ密ỿୗ

理論式ࠊ数値࣑ࢩュ࣮ࣞࢩョ

ン又ࡣ経㦂則等ࡾࡼ予測ࡍ

 ࠋࡿ

地

形

࣭

㸯 地形 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾地

形ࡢ起伏ࡢ状態及び傾斜区ศ等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等ࡾࡼ地形ࡢ状況ࢆ把握ࠊࡋ必要応࡚ࡌ

現地調査ࡾࡼ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施ࡾࡼ地形࣭地質対ࡿࡍ

影響ࡀ想定ࡿࢀࡉ範ᅖࢆ含ࡴ

調査時期ࠊࡣ地

形࣭地質ࡢ状況ࢆ適

ษ把握࡛ࡼࡿࡁう

直接的࣭間接的影

響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ

予測ࠋࡿࡍ 
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 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

地

質 

㸰 地質 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾表

ᒙ地質ࡢ区ศ及び地質構造等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

ࡍ把握ࡶい࡚ࡘ深ᒙ地質࡚ࡌ応必要ࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡿ

 既存文献等ࡾࡼ地質ࡢ状況ࢆ把握ࠊࡋ必要応࡚ࡌ

現地調査ࡾࡼ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 

 

地域ࢆ設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点及び調査࣮ࣝࢺ

航空ࡣ地質ᅗ又ࠊ地形ᅗࠊࡣ

写真そࡢ他ࡢ既存文献等ࢆ参

考ࠊ調査地域ࢆ適ษ把握

 ࠋࡿࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛

設定ࠋࡿࡍ 又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 地形 

㸰 地質 

㸱 土地ࡢ安定性 

㸲 注目ࡁࡍ地

形࣭地 

 質 

 直接的影響伴う土地ࡢ安

定性ࡢ変化ࡘい࡚ࠊࡣ土質

工学的手法ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

㸱 土地ࡢ安定性 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾地

滑ࡾ地形及び不安定土砂等ࡢ危険箇所ࢆ把握ࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ把握ࢆ災害ᒚ歴ࠊࡶ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࢆࡾ参考ࠊ地形࣭地質等ࡢ調

査基࡙ࠊࡁ危険箇所及び災害ᒚ歴ࢆ確認ࡿࡍ方法等

 ࠋࡿࡍ

㸲 注目ࡁࡍ地形･地質 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾注目

ࢆ状況ࡢそࠊࡶࡿࡍ把握ࢆ地形࣭地質ࡁࡍ

把握ࠋࡿࡍ 

 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域ఫ民ࡢ

意識等ࡘい࡚ࡶ把握ࠊࡋ参考ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ注目ࡁࡍ地形࣭地

質ࢆ抽出ࠊࡋ現地調査ࡾࡼそࡢ状況ࢆ確認ࡿࡍ方法等

 ࠋࡿࡍ

    

᳜

物 

㸯 ᳜物相 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾生育

種ࢆ把握ࠊࡶࡿࡍ地域全体᳜ࡢ࡚ࡋ物相ࡢ

概況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

必要ࠊࡋ物᳜ࢲࢩ種子᳜物及びࠊࡣ対象ࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘ他ࡢそ࡚ࡌ応

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࢆࡾ参考ࠊ現地調査ࢆ行いࠊ

生育種ࢆ記録ࠊࡶࡿࡍ地域᳜ࡢ物相ࡢ概況ࢆ確認

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡍ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施᳜ࡾࡼ物対ࡿࡍ影響ࡀ

想定ࡿࢀࡉ範ᅖࢆ含ࡴ地域ࢆ

設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点又ࡣ調査࣮ࣝࢺ

考慮ࢆ地形及び水系等ࠊࡣ

ࡢ航空写真そࡣ地形ᅗ又ࠊࡋ

他ࡢ既存文献等ࢆ参考ࠊ調

査地域ࢆ適ษ把握࡛ࡼࡿࡁ

う設定ࠋࡿࡍ 

 ᳜生調査地点ࠊࡣ地形ᅗ又

既存文献ࡢ他ࡢ航空写真そࡣ

等ࢆ参考ࠊศ布ࡀ想定ࢀࡉ

複数ࡾ限ࡿࡁ࡛ࡈ群落ࡿ

点ࢆ設定ࠋࡿࡍ 

 土壌ࡢ調査地点᳜ࠊࡣ生調

査基࡙ࠊࡁศ布ࡀ予想ࢀࡉ

ࡾ限ࡿࡁ࡛ࡈ土壌ศ類ࡿ

複数点ࢆ設定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間

把握ࢆた状況ࡌ通ࢆ

ࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

ࡁࡍ注目ࠊ࠾࡞ 

個体ࠊ集団ࠊ種及び

群落あࠊࡣ࡚ࡗ必

要応࡚ࡌそࡢ詳細

ࡿࡁ把握࡛ࢆ状況࡞

 ࠋࡿࡍう設定ࡼ

 調査時期ࠊࡣ開花

期ࠊ結実期又ࡣ胞子

考慮ࢆう形成期等ࡢ

 ࠋࡿࡍ設定࡚ࡋ

 直接的࣭間接的影

響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 ᳜物相 

㸰 ᳜生 

㸱 土壌 

㸲 注目ࡁࡍ個

体ࠊ集 

 団ࠊ種及び群落 

㸳 保全機能等 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ

予測ࠋࡿࡍ 

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 ᳜生 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域᳜ࡿࡅ࠾

物群落ࡢศ布ࠊ組成及び構造等ࢆ把握ࠋࡿࡍ 

潜ᅾ自ࠊࡵたࡿࡍ参考ࡢ検討ࡢ保全対策ࠊ࠾࡞ 

然᳜生ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࢆࡾ参考ࠊ現地調査ࢆ行いࠊ

᳜物群落ࡢ状況ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査結果又ࡣ既存文献等基࡙ࠊࡁ潜ᅾ自然᳜生ࢆ推

測ࠋࡿࡍ 

㸱 土壌 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾土

壌ࡢศ類ࠊ構造及び土壌生産力等ࢆ把握ࠋࡿࡍ 

 ᳜生調査基࡙ࠊࡁศ類ࠊ構造及び土壌生産力等ࢆ推

定ࠊࡋ現地調査ࡾࡼ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

㸲 注目ࡁࡍ個体ࠊ集団ࠊ種及び群落 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾注

目ࡁࡍ個体ࠊ集団ࠊ種及び群落ࢆ把握ࡶࡿࡍ

条件㸦土ࡢ生育立地ࠊ状況ࡢ生育ࠊ現存量ࡢそࠊ

壌ࠊ水象又ࡣ微気象等㸧及び㑄移ࡢ状況等ࢆ把握ࡍ

 ࠋࡿ

 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域ఫ民ࡢ

意識等ࡘい࡚ࡶ把握ࠊࡋ参考ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ注目ࡁࡍ個体ࠊ集

団ࠊ種及び群落ࢆ抽出ࠊࡋ現地調査ࡾࡼそࡢ状況ࠊ生

育立地ࡢ条件及び㑄移ࡢ状況等ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࡍ

 ࠋࡿ

㸳 保全機能等 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域᳜ࡿࡅ࠾生

 ࠋࡿࡍい࡚把握ࡘ保全機能等ࡿࡍ有ࡢ

 既存文献等ࢆ参考ࠊ地形࣭地質ࠊ水象ࠊ動物又᳜ࡣ

生等ࡢ調査基࡙᳜ࠊࡁ生ࡢ有ࡿࡍ保全機能等ࢆ推測ࡍ

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿ

動

物 

㸯 動物相 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾生息

種ࢆ把握ࠊࡶࡿࡍ地域全体ࡢ࡚ࡋ動物相ࡢ

概況ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 

必要ࠊ中心ࢆ脊᳝動物及び昆虫ࠊࡣ対象ࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡿࡍ把握ࡶい࡚ࡘศ類群ࡢ他࡚ࡌ応

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࢆࡾ参考ࠊ現地調査ࢆ行いࠊ

生息種ࢆ記録ࠊࡶࡿࡍ地域ࡢ動物相ࡢ概況ࢆ確認

 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡍ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実

施ࡾࡼ動物対ࡿࡍ影響ࡀ

想定ࡿࢀࡉ範ᅖࢆ含ࡴ地域ࢆ

設定ࠋࡿࡍ 

 調査地点又ࡣ調査࣮ࣝࢺ

ࢆ地形及び水系等ࠊ生᳜ࠊࡣ

 調査期間ࠊࡣᖺ間

把握ࢆた状況ࡌ通ࢆ

ࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛

 ࠋࡿ

ࡁࡍ注目ࠊ࠾࡞ 

種及び個体群あࡗ

 直接的࣭間接的影

響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目

程度ࡢ変化ࡿࡍ対

又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予

測ࠋࡿࡍ 

㸯 動物相 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計

画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ

予測ࠋࡿࡍ 

 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ

経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 
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 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

㸰 注目ࡁࡍ種及び個体群 

 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾注

目ࡁࡍ種及び個体群ࢆ把握ࠊࡶࡿࡍそࡢ状

況㸦ศ布ࠊ生息環境ࠊ移動経路ࠊ繁殖状況ࠊ盛衰ࡢ

状況又ࡣ季節変動等㸧及び食餌動᳜物等ࡢ状況ࢆ把

握ࠋࡿࡍ 

 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域ఫ民ࡢ

意識等ࡘい࡚ࡶ把握ࠊࡋ参考ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ注目ࡁࡍ種及び個

体群ࢆ抽出ࠊࡋ現地調査ࡾࡼそࡢ状況及び食餌動᳜物

等ࡢ状況ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 

考慮ࠊࡋ地形ᅗそࡢ他ࡢ既存

文献等ࢆ参考ࠊ調査地域ࢆ

適ษ把握࡛ࡼࡿࡁう設定ࡍ

 ࠋࡿ

࡚ࡌ応必要ࠊࡣ࡚

そࡢ詳細࡞状況ࢆ把

握࡛ࡼࡿࡁう設定ࡍ

 ࠋࡿ

 調査時期ࠊࡣ繁殖

期又ࡣ渡ࡾ等ࡢ季節

変動等ࢆ考慮࡚ࡋ設

定ࠋࡿࡍ 

 調査時間帯ࠊࡣ行

動時間帯等ࢆ考慮ࡋ

࡚設定ࠋࡿࡍ 

㸰 注目ࡁࡍ種及

び個 

 体群 

生
態
系 

㸯 構造 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࢆ構成ࡿࡍ生
態系ࢆ一定ࡢ環境単区ศ࡚ࡋ類型化ࡿࡍ等ࡼ
࡞構造㸦主ࡢ環境単ࠊࡶࡿࡍ推測ࢆ構造ࡾ
構成種ࠊ立地ࠊ大ࡉࡁ又ࡣ㑄移ࡢ状況等㸧ࢆ推測ࡍ
 ࠋࡿ

 地形࣭地質ࠊ水象᳜ࠊ物及び動物等ࡢ調査結果基࡙
ࡿࡍ類型化ࢆ環境単ࡢ一定ࠊ参考ࢆ既存文献等ࠊࡁ
等ࠊࡾࡼ生態系ࡢ構造ࢆ推測ࠊࡶࡿࡍ環境単
 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡍ推測ࢆ構造ࡢ

   直接的࣭間接的影
響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目
程度ࡢ変化ࡿࡍ対
又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予
測ࠋࡿࡍ 
㸯 構造 
㸰 相互関係 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ
予測ࠋࡿࡍ 
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経㦂則等ࡾࡼ指標種対ࡍ
手法ࡢ等ࡿࡍ推測ࡽ影響ࡿ
 㸰 相互関係 ࠋࡿࡍ予測ࡾࡼ

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾生態
系ࡢ構成種ࠊ個体群ࠊ生物群集ࠊ類型化ࡋた環境単
又ࡣそࡢ区域ࢆ構成ࡿࡍ生態系間ࡢ相互関係ࢆ推
測ࠊࡶࡿࡍそࡢ生態系外周ࡢ生態系ࡢ相
互関係ࡘい࡚ࡶ推測ࠋࡿࡍ 

 地形࣭地質ࠊ水象᳜ࠊ物及び動物等ࡢ調査結果基࡙
方法等ࡿࡍ推測ࢆ相互関係ࠊ参考ࢆ既存文献等ࠊࡁ
 ࠋࡿࡍ

㸱 指標種 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾生態
系ࢆ特徴࡙ࡿࡅ指標種等ࢆ抽出ࠊࡋそࡢ状況ࢆ把握
 ｡ࡿࡍ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ地域ࡢ生態系ࢆ特徴
ࡢ調査結果ࡢ動物等ࡣ物又᳜ࠊࡋ抽出ࢆ指標種等ࡿࡅ࡙
解析及び現地調査ࡾࡼそࡢ現状ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࡍ
 ࠋࡿ

 ᳜物又ࡣ動物ࡢ調査地域及
び地点準࡚ࡌ設定ࠋࡿࡍ 

 ᳜物又ࡣ動物ࡢ調
査期間等準࡚ࡌ設
定ࠋࡿࡍ 

景
観 

㸯 景観資源及び構成要素 
 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾景
観資源及び景観ࡢ構成要素ࢆ把握ࠊࡶࡿࡍそ
 ࠋࡿࡍ把握ࢆ特性等ࡢ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࢆࡾ参考ࠊ現地調査ࢆ行いࠊ
景観資源ࠊ景観ࡢ構成要素及びそࡢ特性等ࢆ確認ࡿࡍ方
法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施ࡾࡼ景観対ࡿࡍ影響ࡀ
想定ࡿࢀࡉ範ᅖࢆ含ࡴ地域ࢆ
設定ࠋࡿࡍ 
 調査地点᳜ࠊࡣ生及び地形
等ࢆ考慮ࠊࡋ既存文献等又ࡣ
聞ࡁ取ࢆࡾ参考ࠊ歴史的࣭
文化的背景ࡶ勘案ࡋたୖ࡛ࠊ
調査地域ࢆ適ษ把握࡛ࡿࡁ
 ࠋࡿࡍう設定ࡼ

 調査期間ࠊࡣᖺ間
把握ࢆた状況ࡌ通ࢆ
ࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛
 ࠋࡿ
 調査時期ࠊࡣ主要
利用形態ࡢ視点場࡞
等ࢆ考慮ࠊࡋ少࡞く
把ࢆ変化ࡢ四季ࡶ
握࡛ࡼࡿࡁう設定ࡍ
 ࠋࡿ
 調査時間帯ࠊࡣ事
業特性等ࢆ考慮࡚ࡋ
設定ࠋࡿࡍ 

 直接的࣭間接的影
響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目
程度ࡢ変化ࡿࡍ対
又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予
測ࠋࡿࡍ 
㸯 景観資源及び構

成要素 
㸰 主要࡞景観 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ
予測ࠋࡿࡍ 
 直接的影響伴う景観及び
眺望ࡢ変化ࡘい࡚ࠊࡣコン
数ࢫࢡッࣇࣛࢢ࣭ࢱュ࣮ࣆ
値地形モࣝࢹ法࣭ࢺ࢛ࣇࠊモ
ンࢪ࣮ࢱュ法࢜ࢹࣅࠊ合成法
又ࡣ模型法等ࡾࡼ予測ࡍ
 ࠋࡿ
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

㸰 主要࡞景観 
 対象事業実施区域並びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾主
要࡞景観資源及び主要࡞視点場ࢆ把握ࡶࡿࡍ
眺望特性及び利用状ࠊ歴史的࣭文化的背景ࡢそࠊ
況等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 
 必要応࡚ࡌ地域ఫ民ࡢ意識等ࡘい࡚ࡶ把握ࡍ
 ࠋࡿ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ主要࡞景観資源及び
主要࡞視点場ࢆ抽出ࠊࡋ歴史的࣭文化的背景ࢆ調査ࡿࡍ
眺望特性及び利用状況ࡢそࡾࡼ現地調査等ࠊࡶ
等ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

触
ࢀ
合
い
活
動
ࡢ
場 

㸯 ศ布 
 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾触ࢀ
合い活動ࡢ場࡚ࡋ利用࡚ࢀࡉいࡿ地域ࢆ把握ࡍ
 ࠋࡿ

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ触ࢀ合い活動ࡢ場ࡢ
ศ布ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施ࡾࡼ触ࢀ合い活動ࡢ場
対ࡿࡍ影響ࡀ想定ࡿࢀࡉ範ᅖ
 ࠋࡿࡍ設定ࢆ地域ࡴ含ࢆ
 調査地点ࠊࡣ既存文献等又
調査地ࠊ参考ࢆࡾ取ࡁ聞ࡣ
域ࢆ適ษ把握࡛ࡼࡿࡁう設
定ࠋࡿࡍ 

 調査期間ࠊࡣᖺ間
把握ࢆた状況ࡌ通ࢆ
ࡍう設定ࡼࡿࡁ࡛
 ࠋࡿ
 調査時期ࠊࡣ利用
状況等ࡢ季節変動等
ࡍ設定࡚ࡋ考慮ࢆ
 ࠋࡿ

 直接的࣭間接的影
響ࡿࡼ௨ୗࡢ項目
程度ࡢ変化ࡿࡍ対
又ࡣ消滅ࡢ有無ࢆ予
測ࠋࡿࡍ 
㸯 ศ布 
㸰 主要࡞触ࢀ合い

活動ࡢ場 

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ
予測ࠋࡿࡍ 
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 㸰 主要࡞触ࢀ合い活動ࡢ場 

 対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾主要
立地ࡢそࠊࡶࡿࡍ把握ࢆ場ࡢ合い活動ࢀ触࡞
及び利用ࡢ状況等ࡘい࡚把握ࠋࡿࡍ 
 必要応࡚ࡌ歴史的࣭文化的背景又ࡣ地域ఫ民ࡢ
意識等ࡘい࡚ࡶ把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ主要࡞触ࢀ合い活動
立地及ࡢそࡾࡼ現地調査等ࠊࡶࡿࡍ抽出ࢆ場ࡢ
び利用ࡢ状況等ࢆ確認ࡿࡍ方法等ࠋࡿࡍ 
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 調        査 予  測 

調査ࡢ内容 調査ࡢ方法 調査地域及び地点 調査期間等 予測ࡢ内容 予測ࡢ方法 

文
化
㈈ 

対象事業実施区域及びそࡢ周辺区域ࡿࡅ࠾文化
㈈ࡢ有無ࢆ把握ࠋࡿࡍ 

 既存文献等又ࡣ聞ࡁ取ࠊࡾࡼࡾ文化㈈ࡢ有無ࢆ確認
 ࠋࡿࡍ方法等ࡿࡍ

 調査地域ࠊࡣ対象事業ࡢ実
施ࡾࡼ文化㈈対ࡿࡍ影響
地域ࡴ含ࢆ範ᅖࡿࢀࡉ想定ࡀ
 ࠋࡿࡍ設定ࢆ

 調査時期ࠊࡣ文化
㈈ࡢ状況ࢆ適ษ把
握࡛ࡼࡿࡁう設定ࡍ
 ࠋࡿ

 直接的࣭間接的影
響ࡿࡼ文化㈈ࡢ
影響ࡢ程度ࢆ予測ࡍ
 ࠋࡿ

 直接的影響ࠊࡣ対象事業計
画ࢆ重ࡡ合わせࡾࡼࡇࡿ
予測ࠋࡿࡍ 
 間接的影響ࠊࡣ類似例又ࡣ
経㦂則等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

廃
棄
物
等 

 廃棄物及び残土等ࡢ副産物ࡢ種類毎ࡢ発生量及びࣜサࣝࢡ量ࡘい࡚予測ࡿࡍたࡵ必要࡞調査ࢆ行うࠋ  廃棄物及び残土等
ࡢ種類毎ࡢ副産物ࡢ
発生及びࣜサࣝࢡ
等ࡢ状況ࡘい࡚予
測ࠋࡿࡍ 

 対象事業計画ࢆ精査ࠊࡋ類
似例等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

温
室
効
果
࢞
ࢫ
等 

 温室効果ࢫ࢞等ࡢ排出量ࡘい࡚予測ࡿࡍたࡵ必要࡞調査ࢆ行うࠋ  温室効果ࢫ࢞等ࡢ
排出等ࡢ状況ࡘい
࡚予測ࠋࡿࡍ 

 対象事業計画ࢆ精査ࠊࡋ類
似例等ࡾࡼ予測ࠋࡿࡍ 

 


